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Ⅰ 調査概要 

１．調査の目的 

（仮称）船橋市こども計画を策定するにあたり、事業所を対象にした調査を行い、事業所の意

向の分析を行うことにより、基礎資料とするために実施した。 

 

２．調査の設計 

（１）調査対象： 市内の事業所、市内で事業を営む事業所 

 

（２）調査方法： WEB アンケート 

 

（３）調査期間： 令和 7年 3月 15 日～5月 21 日 

 

（４）回答数： 117 件 

 

３．集計・分析にあたって 

（１）図表中の「ｎ」とは回答者総数（または該当者質問での該当者数）のことで、 

100％が何人の回答に相当するかを示す比率算出の基数である。 

（２）数値（％）は単位未満を四捨五入しているため、総数と内訳の計が一致しないことが 

ある。 

（３）図表中の数値（％）の合計と分析文中の数値（％）の合計は、数値（％）を 

単位未満四捨五入している影響により一致しないことがある。 

（４）複数回答の場合、回答者総数に対する割合を表示しているため、構成比の合計が 100％ 

を超えることがある。 
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Ⅱ 調査結果 

１．こども計画策定に係る事業所調査結果 

（１）若者の採用について 

問 1 貴社における若者の採用の考え方に最も近いものを教えてください。 

 

・「中途採用を中心に若者を採用したい」の割合が最も高い。 

 

 

問 2 若者の人材に求めることはどのようなものですか。（いくつでも） 

 

・「チームワーク・協調性」、「コミュニケーション能力」、「積極性・行動性・主体性」の割合が高

い。 

 

 

 

問 2で「資格」を選択した事業所の方へお尋ねします。資格名をお答えください。 

   

土木・建築等の資格 10 件、電気工事関係の資格 2 件 

自動車運転免許 2件、消防設備士 1件 

10.3

34.2

3.4

27.4

24.8

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

新規学卒者を中心に若者を採用したい

中途採用を中心に若者を採用したい

39歳以上の方を中心に採用したい

年齢に関係なく採用したい

新規採用はない

n=117

20.2

20.2

17.9

56.0

52.4

28.6

16.7

59.5

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

資格

専門的技術や知識

ビジネスマナーやビジネススキル

コミュニケーション能力

積極性・行動性・主体性

柔軟性

緻密性（注意深い、きめ細かい）

チームワーク・協調性

その他

n=84
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問 3 若者の雇用における課題や悩みについて教えてください。（いくつでも） 

 

・「人材が集まらない（応募がない）」の割合が最も高い。 

 
 

（２）仕事と家庭の両立について 

問 4 仕事と家庭の両立支援について、企業がとるべき方針についてどのように考えていますか。 

 

・「企業として積極的に取り組むべき」「ある程度の役割を果たすべき」の割合が高い。 

 
 

問 5 事業所での仕事と家庭の両立支援の現状をお答えください。 

 

・「ある程度取り組んでいる」の割合が最も高い。 

 

 

 

64.3

22.6

13.1

26.2

19.0

11.9

6.0

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

人材が集まらない（応募がない）

欲しい人材がいない

選考前や選考後の辞退が多い

短期間（3年以内）に離職することが多い

採用に時間やコストをかけることが難しい

社内の採用ノウハウが十分でない

その他

特にない

ｎ=84

43.6

46.2

2.6

2.6

0.9

4.3

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

企業として積極的に取り組むべき

ある程度の役割を果たすべき

企業としてはあまり積極的に取り組む課題ではない

企業が担うべきものではない

その他

わからない

ｎ=117

24.8

47.9

14.5

4.3

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

積極的に取り組んでいる

ある程度取り組んでいる

あまり取り組めていない

取り組んでいない

どちらともいえない

ｎ=117



5 

 

 

こども計画策定に係る事業所調査結果報告書 
令和７年（２０２５年）６月 

 

発行：船橋市 健康福祉局 こども家庭部 こども政策課 

〒２７３-８５０１ 船橋市湊町２丁目１０番２５号 

ＴＥＬ：０４７-４３６-２７９６ ＦＡＸ：０４７-４３６-２７９７ 


